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第２回定例会
　

船
橋
市
の
財
政
力
は
全
国
の

中
核
市
45
市
中
第
6
位
、
市
の

積
立
金
は
2
0
0
億
円
を
超

え
県
内
ダ
ン
ト
ツ
の
１
位
と

い
う
豊
か
な
自
治
体
で
す
。
し

か
し
、
市
民
１
人
あ
た
り
の

老
人
福
祉
費
は
中
核
市
45
市

中
41
位
。
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
な
い
介
護
難
民

が
市
内
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
5
年
に
は
保
育
園
の
待

機
児
童
数
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
２

位
と
な
り
、
定
員
1
2
0
％
の

詰
め
込
み
保
育
、
増
設
園
も
半

分
が
園
庭
な
し
と
い
う
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。
劣
悪
な
生
活

丸山の森緑地（丸山２丁目）
　森の中を歩くと四季折々の山野草や木の花に出合いま

す。その種類の豊富さは、地元のボランティアが草取り

や剪定、山野草の保護を行っているたまもの。樹上の巣

箱ではシジュウカラがヒナをかえす姿も。

船橋再発見

道
路
や
不
足
す
る
公
園
の
整
備

促
進
に
逆
行
し
た
市
政
運
営
も

松
戸
市
長
の
下
で
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
飯
山
満
区
画

整
理
事
業
（
78
億
円
）
、
プ
ラ

ン
ト
メ
ー
カ
ー
丸
投
げ
の
南
北

清
掃
工
場
建
替
（
5
0
0
億

円
）
な
ど
に
市
民
の
税
金
を
湯

水
の
ご
と
く
つ
ぎ
込
み
、
今
後

さ
ら
に
「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン

　

第
2
回
定
例
会
に
「
船
橋
市

客
引
き
行
為
等
防
止
条
例
」
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、

千
葉
県
の
迷
惑
防
止
条
例
の

「
補
完
を
す
る
」
形
で
、
営
業

す
る
者
の
範
囲
を
拡
大
す
る
も

の
で
、
基
本
的
に
は
「
賛
成
し

て
も
良
い
」
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
条
例
を
制
定
す
る

場
合
は
、
運
用
な
ど
に
は
厳
格

さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
提
案
で

は
、
運
用
に
当
た
っ
て
の
「
規

則
」
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら

ず
、
「
対
象
と
さ
れ
る
行
為
」

も
あ
い
ま
い
な
も
の
で
し
た
。

　

６
月
の
市
長
選
で
の
松
戸
徹
市
長
再
選
後
初
め
て

の
船
橋
市
議
会
第
２
回
定
例
会
（
６
月
26
日
～
８
月

１
日
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に

あ
た
っ
て
、
豊
か
な
財
政
力
が
市
民
生
活
の
改
善
に

活
か
さ
れ
ず
浪
費
的
な
事
業
に
つ
ぎ
込
ま
れ
て
い
る

現
状
を
改
め
、
福
祉
・
く
ら
し
優
先
の
市
政
に
転
換

す
る
こ
と
を
市
長
に
求
め
ま
し
た
。

  

市
議
会
と
し
て
森
友
・
加
計
疑
惑
解
明
や
共
謀
罪

廃
止
な
ど
の
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
提
案

し
論
戦
を
行
い
ま
し
た
。
議
会
人
事
の
改
選
が
行
わ

れ
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
２
名
の
う
ち
の
１
名
に

日
本
共
産
党
の
佐
藤
重
雄
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
有
数
の
財
政
力
を
市
民
生
活
に

“
基
準
の
あ
い
ま
い
さ
”
そ
の
ま
ま
に

   

船
橋
市
客
引
き
行
為
等
防
止
条
例
を
可
決

指
定
管
理
者
が
管
理
運
営
の
ふ
な
ば
し
三
番
瀬
海
浜
公
園

行
政
財
産
を
賃
貸
す
る
の
に
市
は
評
価
で
き
な
い
？

松
戸
徹
市
政
２
期
目

福
祉
・
く
ら
し
優
先
に
転
換
を

　

ふ
な
ば
し
三
番
瀬
海
浜
公
園

は
船
橋
市
の
財
産
で
す
が
「
公

益
財
団
法
人
船
橋
市
公
園
協

会
」
が
指
定
管
理
者
と
な
り
、

管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
か
ら
三
番
瀬
海
浜
公

園
内
に
テ
ン
ト
張
り
の
臨
時

売
店
4
店
舗
が
出
店
し
ま
し

た
。
こ
の
4
店
舗
に
つ
い
て
は

一
般
公
募
も
せ
ず
に
公
園
協
会

が
事
業
者
に
対
し
て
個
別
に
依

　

さ
ら
に
、
こ
の
条
例
に
基
づ

く
「
指
導
」
を
「
あ
ら
か
じ
め

指
定
す
る
者
に
行
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
し
て
お
り
、
警

備
会
社
な
ど
に
請
け
負
わ
せ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

「
過
剰
指
導
」
な
ど
の
防
止
手

段
も
不
明
で
す
。

　

委
員
会
で
は
「
継
続
審
議
」

を
求
め
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
た

め
、
否
決
し
て
「
再
提
出
」
さ

せ
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た

が
、
多
数
で
「
可
決
」
さ
れ
ま

し
た
。

頼
し
、
随
意
契
約
で
決
め
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
中
の
1
店

舗
を
市
議
会
議
員
の
妻
が
代
表

者
で
あ
る
会
社
が
受
け
た
こ
と

で
、
市
民
か
ら
は
「
不
透
明
で

不
公
平
な
契
約
だ
」
と
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
に
管
理
運
営
を

委
託
し
て
い
る
と
は
い
え
、
行

政
財
産
の
貸
し
付
け
に
関
す
る

こ
と
で
す
。
「
出
店
希
望
者
を

公
募
し
、
出
店
料
な
ど
も
市
民

に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
」
指
定

管
理
者
に
対
す
る
市
の
指
導
を

求
め
ま
し
た
。
市
は
「
指
定
管

理
者
の
自
主
事
業
で
あ
り
、
か

つ
私
人
間
の
契
約
で
あ
る
の

で
、
不
透
明
な
の
か
不
公
平
な

の
か
ど
う
か
は
評
価
は
で
き
な

い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
市
の
姿
勢
で
は
、
指
定

管
理
者
を
導
入
し
た
施
設
は
、

市
の
財
産
で
あ
っ
て
も
指
定
管

理
者
の
思
い
の
ま
ま
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
「
法

人
の
経
営
状
況
報
告
書
」
に
関

す
る
質
疑
で
も
市
を
質
し
、
改

善
に
む
け
指
定
管
理
者
を
指
導

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

構
想
」
と
称
し
て
海
老
川
上
流

域
で
の
巨
大
開
発
（
総
事
業
費

5
5
0
億
円
）
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

「
大
企
業
の
も
う
け
優
先
の

市
民
に
冷
た
い
市
政
を
改
め
、

福
祉
、
子
育
て
、
教
育
、
く
ら

し
を
優
先
す
る
市
民
に
温
か
い

市
政
に
転
換
す
べ
き
だ
」
と
質

し
ま
し
た
。
市
長
は
、
「
必
要

な
事
業
を
進
め
て
い
る
だ
け
」

と
し
つ
つ
、
「
足
ら
な
い
部
分

は
十
分
反
省
し
て
２
期
目
に
臨

む
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
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昨
年
度
、
図
書
館
の
資
料
収

集
方
針
か
ら
「
図
書
館
の
自
由

に
関
す
る
宣
言
の
立
場
を
尊
重

し
て
収
集
す
る
」
と
い
う
条

文
が
削
ら
れ
、
「
社
会
的
動
向

に
十
分
配
慮
し
た
上
で
収
集
す

る
」
と
い
う
条
文
が
加
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

「
図
書
館
の
自
由
に
関
す
る

宣
言
」
で
は
、
図
書
館
が
権
力

の
介
入
や
社
会
的
圧
力
に
左
右

さ
れ
な
い
こ
と
等
が
宣
言
さ
れ

て
い
ま
す
。
戦
前
、
図
書
館
が

国
民
の
「
知
る
権
利
」
を
保
障

せ
ず
、
政
府
に
都
合
の
悪
い
情

報
を
隠
し
、
戦
争
に
突
き
進
ん

だ
歴
史
的
事
実
を
踏
ま
え
、
そ

の
反
省
の
上
に
作
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　

来
年
４
月
か
ら
の
国
民
健
康

保
険
の
県
単
位
・
広
域
化
に
よ

り
、
船
橋
市
で
は
保
険
料
が
大

幅
に
上
が
る
怖
れ
が
あ
り
ま

す
。

　

国
保
は
保
険
料
が
高
く
、

市
内
で
は
7
世
帯
に
1
世
帯

が
滞
納
し
、
短
期
保
険
証
が

7
4
1
5
世
帯
に
発
行
さ
れ
て

い
ま
す
（
2
0
1
6
年
8
月
時

点
）
。

　

健
康
福
祉
常
任
委
員
会
（
以

下
健
福
委
）
以
外
の
総
務
、
市

民
環
境
経
済
、
文
教
、
建
設
の

各
委
員
会
は
、
陳
情
請
願
の
審

査
を
「
市
所
管
の
も
の
は
、
理

事
者
（
市
）
か
ら
状
況
説
明
等

を
受
け
、
質
疑
、
討
論
、
採
決

を
行
う
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
今
議
会
、
健
福
委

だ
け
は
与
党
が
賛
成
し
な
け
れ

ば
陳
情
請
願
に
つ
い
て
状
況
説

明
も
、
質
疑
も
さ
せ
な
い
仕
組

み
に
し
ま
し
た
。

　

健
福
委
は
医
療
や
福
祉
な
ど

を
所
管
し
ま
す
。
そ
の
陳
情

請
願
の
審
議
を
し
な
く
な
っ
た

ら
、
議
会
の
役
割
は
果
た
せ
な

　

電
車
内
で
盗
撮
し
た
と
し
て

昨
年
警
察
に
逮
捕
さ
れ
、
「
懲

戒
免
職
」
と
な
っ
た
職
員
の
処

分
を
「
停
職
６
ヶ
月
」
に
変
更

し
た
と
の
報
告
が
市
長
か
ら
あ

り
ま
し
た
。
処
分
の
変
更
に
よ

り
「
未
払
い
給
与
」
、
昨
年
12

図
書
館
の
資
料
収
集
方
針
が
改
善

保
険
料
大
幅
引
き
上
げ
の
怖
れ

国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
単
位
・
広
域
化

議
会
機
能
の
低
下
ね
ら
う
与
党
会
派

盗
撮
逮
捕
の
職
員
に
２
千
万
円
支
給

結果 共産 自由 公明 市民 民進 清風 研政

船橋市客引き行為等防止条例 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

副市長選任の同意を求めることについて ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

森友・加計学園問題の真相究明を求める意見書 × ○ × × ○
退：齊藤 ○ × ×

憲法を尊重し擁護する義務を負うことを求める意見書 × ○ × ×
○

退：齊藤、う
めない、つま
がり、神田

× × ×

福島第一原子力発電所事故による自主避難者に対する
住宅支援復活を求める意見書 × ○ × × ○ ○ × ×

組織的犯罪処罰法改正法（共謀罪法）の廃止を求める
意見書 × ○ × × ○

退：、うめな
い、神田

○ × ×

葛飾小学校前のクスノキ保全に関する陳情 ○ ○ × ○ ○ ○
退：岡田 ○ ○

市長提出議案・日本共産党提案意見書・陳情への態度

　

日
本
共
産
党
は
昨
年
度
の
議

会
で
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、

「
戦
前
の
図
書
館
に
逆
戻
り
す

る
の
で
は
な
い
か
」
と
た
だ
し

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
今
年
度
、
資
料
収

集
方
針
が
改
定
さ
れ
、
「
図
書

館
の
自
由
に
関
す
る
宣
言
の
立

場
を
尊
重
し
て
収
集
す
る
」
と

い
う
条
文
は
元
に
戻
り
、
「
社

会
的
動
向
に
十
分
配
慮
し
た
上

で
収
集
す
る
」
と
い
う
条
文
は

削
除
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
広
域
化
に
あ
た
っ

て
県
が
5
月
に
行
っ
た
試
算

で
は
、
船
橋
市
の
保
険
料
引

き

上

げ

額

は

一

人

あ

た

り

2
万
3
2
3
1
円
。
県
内
2
位

の
上
が
り
幅
で
し
た
。

　

加
え
て
県
が
策
定
中
の
国
保

運
営
方
針
素
案
で
は
、
市
町
村

が
独
自
に
行
う
「
一
般
会
計
か

ら
の
法
定
外
繰
入
」
の
削
減
・

解
消
を
要
求
し
て
お
り
、
こ

れ
に
従
え
ば
2
0
1
5
年
度
と

比
べ
て
一
人
あ
た
り
4
万
1
千

円
、
46
％
も
の
引
き
上
げ
で
す
。

　

激
変
緩
和
措
置
が
あ
る
と

言
っ
て
も
、
到
底
払
い
き
れ
ま

せ
ん
。
引
き
上
げ
反
対
の
立
場

で
今
後
も
追
及
し
ま
す
。

く
な
り
ま
す
。

　

健
福
委
は
日
本
共
産
党
の
岩

井
友
子
議
員
が
委
員
長
で
し
た

月
分
・
今
年
６
月
分
の
「
期
末

勤
勉
手
当
」
、
退
職
金
な
ど
計

２
千
万
円
近
い
金
額
が
こ
の
職

員
に
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
職
員
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
内
に
は
、
警
察
の
調
べ
で

「
他
に
40
件
以
上
の
盗
撮
と
み

　

昨
年
6
月
に
選
任
し
た
国
か

ら
出
向
の
副
市
長
が
国
に
戻

り
、
後
任
も
引
き
続
き
国
か
ら

の
出
向
者
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
船
橋
市
で
は
、
2

名
の
副
市
長
（
給
料
等
年
額
1

人
1
3
3
3
万
円
）
の
う
ち
1

名
を
国
の
出
向
職
員
に
充
て
て

1
年
で
交
代
!?

国
か
ら
派
遣
の
副
市
長　

何
の
た
め

き
ま
し
た
。
ほ
ぼ
2
年
交
代
で

し
た
が
、
今
回
は
1
年
で
の
交

代
で
す
。
国
か
ら
来
て
突
然
就

任
し
、
た
っ
た
1
、
２
年
で
何

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

国
か
ら
の

出
向
人

事
は
、

「
地
方
支
配
の
一
手
法
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

副
市
長
に
は
船
橋
の
こ
と
や

　

6
月
議
会
で
「
森
友
・
加
計
学

園
問
題
の
真
相
究
明
を
求
め
る
意

見
書
」
を
発
議
し
ま
し
た
。
結
果
、

自
由
市
政
会
と
公
明
党
、
船
橋
清

風
会
、
研
政
会
の
反
対
多
数
で
否

決
さ
れ
、
さ
ら
に
市
民
共
生
の
会

の
議
員
か
ら
は
言
論
の
自
由
を
抑

圧
す
る
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
曰
く
「
国
会
等
で
議
論
す

る
事
柄
で
、
船
橋
市
の
公
益
と
は

無
関
係
」
「
国
家
予
算
に
関
す
る

意
見
書
な
ら
何
で
も
出
せ
る
の
は

お
か
し
い
」
と
の
こ
と
で
す
。

森
友
・
加
計
問
題
は
市
民
に
無
関
係
!?

自
ら
の
手
足
縛
る
議
員

　

地
方
自
治
法
99
条
に
は
、
当
該

自
治
体
の
公
益
に
関
す
る
事
件
に

つ
き
意
見
書
を
国
会
ま
た
は
関
係

行
政
庁
に
出
せ
る
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
問
題
は
行
政
の
あ
り
方
が
根

本
か
ら
問
わ
れ
る
も
の
で
、
船
橋

の
公
益
と
無
関
係
と
は
到
底
言
え

ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
研
政
会
の
議
員
は
反
対

に
際
し
「
両
事
例
と
も
何
の
問
題

も
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
あ
ま

り
に
民
意
と
か
け
離
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　７月１２日付けで、松戸徹市長から日

本共産党の佐藤重雄議員に監査委員の

辞令が交付されました。

　監査委員の仕事は自治法で規定され

ていて、市長の下で行われる業務が適

正に行われているかを監査する権限を

与えられています。

　そのためか、日本共産党の議員を監

査委員にしたくないという態度が続いて

きました。

　党議員の監査委員就

任は船橋市では初めて

の出来事です。

船橋市初
共産党から監査委員

共産：日本共産党（8人）、自由：自由市政会（14人）、公明：公明党（10人）、市民：市民共生の会(8 人 )、

民進：民進党（4人）、清風：船橋清風会（3人）、研政：研政会(3人 )

退：退席、○：賛成、×：反対

が
、
改
悪
に
反
対
し
た
た
め
、

与
党
議
員
に
よ
る
多
数
で
委
員

長
不
信
任
と
な
り
辞
任
し
ま
し

た
。

　

数
を
頼
ん
で
ご
り
押
し
す
る

政
治
が
こ
こ
に
も
あ
り
ま
す
。

ら
れ
る
動
画
」
が
あ
っ
た
と
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
１
人
と

示
談
が
成
立
し
た
」
こ
と
な
ど

を
処
分
変
更
の
理
由
と
し
て
い

ま
す
が
、
他
の
容
疑
が
有
罪
と

さ
れ
た
ら
ど
う
す
る
つ
も
り
で

し
ょ
う
か
。
「
今
回
の
措
置
に

市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
の

で
は
な
い
か
」
と
指
摘
し
ま
し

た
。

市
事
務
に
精
通
し
安
定
的
に

務
め
ら
れ
る
人
を
選
ぶ
べ
き
で

す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
国
か
ら
の

出
向
の
副
市
長
選
任
議
案
に
反

対
し
ま
し
た
。


